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1 業務概要

1.業務名称

2.業務場所

3.業務期間

文教施設保全業務特記仕様書

.至皇10立礎才三!壹担登堂憾笠昼隆鑾訟値j墨全業務__________________________________________

.至良_県生堕吏壷山_町旦旦16蚤地史§ξ奈_底10堂劉1竺塗価太堂嫁太裳儘内)_______

_分壬P_Z生1旦_1旦__空旦金丕旦1_9任旦8_旦1_旦__生_耆_(夛任聞?__________________L___________

4.業務仕様
この保全業務(以下「業務ルいう。)の受注者は、国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学
役務請負契約基準、特記仕様書、文教施設保全業務標準仕様書(令和5年版X以下「標準仕様
書ルいう。)に基づき次の業務を履行する。

5.対象業務

疋期小、検及び保寸
定期検査報告

力 谷

6.特記仕様書の適用方法

(D・印で始まる事項については、 0印を付した事項のみ適用する。

(2)表中の各欄に数字、文字、記号等を記入する事項にっいては、記入した事項のみ
適用する。

(3)^又はX印で抹消した事項は全て適用しない。

④特記された材料、製品名等は、特記されたもの又は同等以上のものを使用することとし、同
等以上のものを使用する場合は、施設管理担当者の承諾を受けるものとする。

機械設備
対象設備等

昇、機設備
ロープ式エレベーター(機械室あり・マイコン制御)
8基
機械室なしエレベーター5基、
小荷物専用昇降機3基.

設備等概要



Ⅱ一般共通事項

1.請負代金の支払い
この業務の受注者は、発注者の指定した者が行う検査に合格したときは、請負代金の支払いを
請求できる。

誼象伐全四嘉卦い蛙至_良太抗登釜抹飾枩堂院太堂管理都金赴謡か巨生1_回'之塾?3,_____

2.受注者の負担の範囲
隻重壁四作業!三傅鼎_1'ゑ.靈内_:屈_ZK塗▲淫塗煮つ§準偵上』き墾ゴ:ゑ,____________________________________

3.貸与資料
鑾墨表成図_、j呈全痘導晝、表上を鰹1_(契飽期聞!tl!三返違メ:ゑ三..と_Σ_______________________________________

4.業務責任者
_昼隆機四怠桧整獲裳斑につい工_、直磨登抹価之及墜捌駈内_並堅'佐裳四墳翌笠四松合的__
盆些能_を宜L._表猪蚤驗_1旦生撚_上_安昼盛機槍亘食整煮工女竺._祉2_、_回型生女蛙類似四_____
昇降機の保守・点検を行ったことがあるものとする。

5.業務条件
__:_庄期怠徐及墾保'f業務n審趣時聞董蛙迷四七生§里七tゑ._表地日_娃梨当煮七盤議す_ゑ.___
平日明~金曜日(祝祭日は除く)) 9時00分~17時15分
・袋働煮四_迭_定及工f管墾!こついIL堕_、魯塗者旦旦立Σおこな之三七七だ二登,____________________________
この業務を適切におこなうための業務体制及び業務スケジュールを提出し承諾を受ける
こと。

2

6

フ.環^隼^

8.業務担当考二

9.別契約の業務等
栄務四_表趣_嵯女_たコエ蛙._11起業務四裳猪重任煮と競整空,図里巴鐙!三実施,:曇ε_上________
奈良先端大設備保全業務

10.=奪享^

Ⅱ

12.廃棄物の処理
発生材の処理は次による。

↓Σ嵒ヨ三________________Z】旦[渡L告._________________3)集種揚駈__________________________________________

3)集積場所D品名

3狸_1鰹L告_________________________1Σ集董二Z塗__________________________________________________________

人・

D品名 2)使用場所



D品名
、

⑤関係法令により適切に処理するもの

1Σ嵒二負部邑簀旦ヌ賛!三よゑ発生登_____________________________________________________________________

13.、暑室^

14.共用施設の利用
各棟1階便所

15.駐車場の利用

______当i亥栄務空表施tゑ!tL地_、杢堂儘!§.負棟墨王喜揚空丕リ翅:1t宣ゑ,_________________________"__________
____往型L._手1!胆_L{・墜L:工蛙、_発注煮だ発li'tゑ註N亘正竺二握丞1亙_三七..____________________________

16.弓点^'

3

17.その他

塑_禦鞄図晝盈墾貸丘食登空業務n履丘四左塗好佳垣tゑ堅墾四旦飽歪籟三煮_磐使胆窒竺工_
___艝盆巨ない。生t郭_三安喫崟空掘塗窒:生工堕な旦ない。
面二作楽彊璽支務辰五主璽多いξこ発a煮聾嚢丘王る証童証基璽璽誘電王墨に二二ににニニ 、



Ⅲ 定期点検及び保守
1.業務対象設備の概要(昇降機設備)
a.ロープ式エレベーター

設置場所

設置年月日
種類・用L
車,子仕様

1,"報矛学
A棟

期検査

1号機

約種類
駆動

平成5年3月

積載能力

かごの'

工

2号機

X

運転方式

フルメンテナンスメ{約

停止F上数

インハ'ーター制御

2,"報矛学
B棟

二又.

0

90okg、13人乗

付加装置

20

制御方式

90m/min

8停止

5年12月
2号機

X

乗用

地震時管制運転装置
(普通級P波付)
停電時自動着床装置

隔監視
途隔小、検

フルメンテナンスメ1約

局頻ス稼働

3

インバーター制1

U造

7停止

登録番号

0

900蚫、玲人乗

1号機

4 矛学
E棟

20 西壬.

制御方式

平'10年

備考

90m/min

b.機械室なしエレベーター

2号機

東之エレベータ(株

X

X

乗用

地震時管制運転装置
(普通級P波付)
停電時自動着床装置

504-288L

フルメンテナンスメ{約

X

設置場所

4物 11'矛字
F棟

フイ早止

X

設置年月日

インバーター制御

種類・用L

0

90okg、13人乗

1号機

車。子仕様

504-289L

平'U年4月

乗合全自動方式

疋

5 子尓嵒西頁一
研究棟2号館

60m/min

乗用

期検査
約種類

2フラ'

東芝エレベータ(株

X

地震時管制運転装置
(普通級P波付)
停電時自動着床装置

504-290L 504-291L

積載能力

平成12年3月

フルメンテナンス j勺

X

人荷共用

かごの'

6停止

X

インバーター制御

運云

90okg
13人

停止階数

フルメンテナンス約

二又.

式

乗合全自動方式

インハ'ーター制御

60m/min

付加装置

1250k目
19人

60okg、 9人乗

6 'スノ＼ス

せんたん

東之エレベータ(株)

X

乗合

地震時管制運転装置
(普通級P波付)'
停電時自動着床装置

504-296L

平'16年3月

45m/min

X

地震時管制運転装置
(普通級P波付)
停電時自動着床装置
オートアナウンス装置

6停止

X

「扇監

遍隔点検

3停止

乗用

局頻又稼働

フルメンテナンス約

504-297L

'造

インバーター制御

登録番号

7子尓嵒西頁
研究棟1号館

60okg、 9人乗

、

東芝エレベータ(株

X

乗西王

備考

504-298L

平成22年2月

60m/min

X

地震時管制運転装置
(普通級P波付)
停電時自動着床装置
オートアナウンス装置

X

東之エレベータ(株

X

人荷共用

4停止

X

フルメンテナンス

X

504-299L

504'293L

インバーター制御
、20人乗1350k

式

⑧事務局棟

乗西王

云和6年10月

90m/min

地震時管制運転装置
(普通級P波付)
停電時自動着床装、置
火災時管制運転装置
オートアナウンス装置

ノ、

東之エレベータ(株)

X

7停止

X

フルメンテナンスメ1約

X

504-30OL

インバーター御Π卸

式

750kg、 11人乗

乗西王
45m/min

地震時管制運転装置
(普通級P波付)
停電時自動着床装置
火災時管制運転装置
オートアナウンス装置

東芝エレベータ(株)

X

0

3停止

X

504-367L

4

工

東之エレベータ(株
未正

X0

0

月

0

機号
平

1

0

用乗

0

用乗
0

0

西

0

0

0

0
X

0

0

名

用乗
0

0

工動

動駆



設置場所

設置年月
類・用L
,子仕様
疋期
約種類
駆 工

能力
かごの' ^

運工
停止白

⑨附属図書館

つ和6年 H月
乗用
0
0

フルメンテナンス約
インハーター制1

750kg、 11人乗
45m/min
乗西動工
3イ早止

地震時管制運転装置
(普通級P波付)

停電時自動着床装置
火災時管制運転装置
オートアナウンス装置

0
0
X

東之エレヘータ(株)
未正

東エレヘータ(株)
504-449L

⑫分子育種温室

戸和6年10月
フロア型
0

フルメンテナンス約
インハーター制御

30okg
45m/min
互白剛乍工
2悍止

東之エレヘータ(株)
未疋

付加装置

途隔監
i呈F扇小、
局,

備考

C.小荷物

設置場所

設置年月
類・用L
疋期検査
約
駆動工
Hヒカ

かごの' ^

運工

停止階

付加装置

途隔監
途隔小、検
働局,

名1旦

登録番号

備考

用凹降

⑩大学会館

平' 6年3月
テーブノレ 1
X

フルメンテナンス約
交、ル段御Π

50kg
30m/min
互きイェ
2停止

東之エレヘータ(株)
未疋

⑪附属図書館

戸和6年9月
フロア型
0

フルメンテナンス糸勺
インハーター制1

20okg
45m/min
口互きイェ
2イ早止

X
 
X
 
X

働
名
号

ス
番

ス
、
廸
録登

X
 
X
 
X

X
 
X
 
X



2.修理・取替えの項目
Zご上どと三之ンス契飽!こ貪聖修理及工f取登き_嵯弦当_tゑ里旦_些別延二1_嬬'ゑ'______
また、呂1採氏一2については、当該契約期間内において実施する主な修理項目である。
な室、_取登宣』Wミ_晃睦機四製津業煮だ製簿_J芸鐙冬蛙鬚定Lた都嵒【道耗晶曇里他_四_
軽微な部品を除く)とする

3一点検項目>点検内容及び点検周期
.霍期,点桧里点檢内室!空旦1!抵:1!三よゑ,_,________________________________________________________________,.

4.定期検査報告
.建_築基樂塗第1_2金第旦穂!÷_基ゴ'窪翅徐査_空表施L._生駒_市_要望告t亙_______________________
.な生i、_栓査及_墾都告1三鑒t亙登即_堕愛注煮丘と倉_担_と二支ゑ_____________________________________________.

5.遠隔点検
._遠_晦貞徐四太_酷._狸旦四遠畷嚇徐茎亘簀三誰置tゑ揚貪艝三四装置罍艾取旦卦_L四______
.費_屈.、電亘舌厘!鑁四_費足!空叉注煮四'1墾上tゑ__________________________________________________________.

6.業務報告書等
次の書等を1部提出する

用

約後」ちに提出することマ言十画白
点及び保守結果報告書
遠隔点検報告書
精癌点報告書
業務記録写真

定期検査報告書

^ ノ、

その他、不具西対心寺の作や処置をした際も報口白を提出すること

緊急時の対応

_鑾注煮墜._斡嗹だ'墾地震笠里盛些饗告笠里緊昼事態'僅ミ_、連禦盆措置だ五きゑ_
.よ之._?生嘘間1当動叉能な住剣宣整喜:士ゑ支四七L_、緊急畦!三蛙厘則墾全墜内_磐限揚!三______
到着し、迅速に復旧措置等の対応を講じること

その他

.Ⅷ塁注煮は、_抹鍾煮四軟意、県蛙退太嬬'_り杢堂柔墾第三煮'握晝塗桑盛L左.七ミ蛙__

.__担晝賠償四貢_L{任:1tゑ主ι2上メ:ゑ________________________._______________________________________

.塑塁注煮艝'発注煮だ晶隆機里雄按管理'閑t亙駿亘空丞塗女謄._保立忘徐懲煮里__

.___立揚セご旦適辺な塾分i蚫星1ミ空li之.三と.______________________________________________________,___

.塑曇注者_は'昼隆機好烹懲&重太な丕晶食が発_生Lた.揚食鱸おい工._発準煮だ些霍§_
_壁庄'担貨立ゑ上雲保窒怠栓茎者_四立揚塑巨発注者_嵯対L工些要な盤之宣五立.三七._
.(金エレベ一女二二機械"室_内!三僅仕堕四三1具蛙'_当弦栄獲!子j吏旧にξ登ゑ,____________
,(旦ξ生処連鐙瑩軍!三よ登連話だ、かビ奥及_び叉注煮nすへレー乞ご_、_虫譽監握室の3煮__
__連亘舌だ工三ゑ'之重話回_線空負エレベーを一四建1勿白n回懲_嬬挫銃t亙三七._______
二蕪海ミ玉童璽亘王風璽吾澄聾聾墾亀盈璽盡線亙王る三系1璽話画盈崟誕置互聾に二に
.__懲里t卜Lg2費胆_娃淫淫煮四負_担上ゴ:ゑ、______________________________________________.___________
__な猫.、小荷1勿嘉果是隆機を除Stご工里エレベ一乞二_好連屋窒竺ゑ三_と___________

7

凹の凹工

受注の所疋様工による
受注者の所定様式による
受注者の所定様式による
受注者の所定様式による
受注者の所定様式による

休ガ近畿ブロック昇降機等検
査協議会の所定様式による

実施した場合のみ
異常時、修理時又は取替時

8



学際融合領域研究棟2号館

(旧先端科学技術研究推進センタ

・、】

.

事務局棟

附属図書館

分子育種温室

N

、

ゲストハウスせんたん

大学会館

情報科学B棟

情報科学A棟

学際融合領域研究棟1号館

物質創成科学F棟

物質創成科学E棟

業務名

図面名称

奈良先端大情報科学棟等

昇降機設備保全業務
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第1節・一般事項

1.1

一般事項

定期点検等及び保守

(1)点検項目、点検内容及び点検周期は各章を参考に、特記で定める。

②点検周期が二種類ある場合の適用は各章の点検項目及び点検内容を示す各表単

位で行う。なお、点検周期は次により選択されているものとする。

(a)周期 1:標準的な点検周期

化)周期Ⅱ:対象部分ごとに重大な支障が生じないと想定される範囲におい

て、不具合等の発生率が高まることを許容できる場合に適用す

る頻度を軽減した点検周期

1.2

周期の表記

1

J

定期点検の周期の表記は、次による。

a)「1W」は、 1週ごとに行うものとする。

②「2W」は、 2週ごとに行うものとする。

(3)「1M」は、 1月ごとに行うものとする。

④「2M」は、 2月ごとに行うものとする。

伍)「3M」は、 3月ごとに行うものとする。

(6)「4M」は、 4月ごとに行うものとする。

⑦「6M」は、 6月ごとに行うものとする。

⑧「2/Y」は、 1年に2回行うものとする。

⑨「1Y」は、 1年ごとに行うものとする。

(1の「2Y」は、 2年ごとに行うものとする。

Ⅱ1)、「3 Y」は、 3年ごとに行うものとする。

(12)「5 Y」は、 5年ごとに行うものとする。

(13)「6Y」は、 6年ごとに行うものとする。

(14)「10Y」は、 10年ごとに行うものとする。

(15)「1 5Y」は、 1 5年ごとに行うものとする。

回麺

ノ



第2節エレベーター
2.1

修理・取替えの範囲 (a)修理又は取替えに該当する項目は、表 2.1のエレベーターの仕様及び保守契約

の種別の欄に「0」を記したものとする。ただし、保守契約の種別に係わらず、次

表 2.1 の項目以外

巻上機の一式取替え、ギヤケース取替え

電動機の一式取替え、フレーム取替え

制御盤等の一式取替え、キャビネット取替え

⑥意匠部品(かご、かご・乗場操作盤、表示器、かご床タイル、内装シート、

かごの戸、敷居、乗場戸、三方枠)の塗装、メッキ直し、清掃又は取替え

⑦遮煙構造の部材取替え

⑧表2.4から表2.5備考欄に(※)を記した事項

修理の対象

(装置名)

制御盤、受電盤 バッテリー取替え

修理又は取替え項目

表 2.1 修理・取替えの範囲

リレー取替え

コンデンサー類取替え

電磁接触器接点ωード線含む)取替

ム=

ヒューズ類取替え

半導体、プリント基板取替え

インバータ、コンバータ取替え

電動機

抵抗管取替え

整流器取替え

変圧器取替え

エレベーターの仕様

ローフ式

定電圧電源装置取替え

NFブレーカ取替え

巻上機

0

電動機巻線絶縁処理

0

各軸受べアリング取替え

油圧式

0

エンコーダ取替え

0

回転機力ーボンブラシ取替え

0

保守契約の種別

軸受グリスアップ

0

F入誕約

0

ギヤ歯当り調整

0

0

ギヤ取替え

0

0

0

各軸受べアリング取替え

0

0

綱車溝修正及び取替え

階床選択機(注)

0

0

0

ギヤ油取替え

0

0

0

補充用ギヤ油

0

0

オイルシール取替え

0

0

0

軸受グリスアップ

0

0

0

防振ゴム取替え

0

0

0

稼動・固定接触子取替え

0

0

0

0

移動ケーブル取替え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

く除え取
①
②
③
④

の

え

区
分

機
械
室



電磁ブレーキ

歯車ユニット取替え

かご連結スチールテープ(チェーン)

取替え

マグネットコイル取替え

先行モータ取替え

ブレーキシュー(ライニング)取替え

ブレーキ分解手入れ・オーバーホール

取替え

調速機

マグネットコイル取替え

ブレーキプランジャー・コア・ガイド

取替え

軸・軸受取替え

ブレーキスイッチ取替え

0

ブレーキアーム取替え

0

軸受べアリング取替え

軸受グリスアップ

0

調速機本体取替え

0

スイッチ取替え

本÷6=修理

0

A4レゴ取^

0

0

電磁ヨ4^

0

0

0

美*ト■'ー^

0

Aーキ今'取替晃

0

0

外部への連絡装置

0

0

4乍動紬取^

停電灯装置

0

0

補発翔非^・

0

操作盤

0

0

0

゛=

0

駆動A←^

階床表示

ム、

0

かご戸

インターホンバッテリー取替え

0

0

士

停電灯バッテリー取替え

0

0

停電灯ランプ取替え

0

0

操作盤スイッチ類取替え

0

0

操作盤ランプ取替え

9

0

換気扇

階床表示ランプ取替え

9

0

戸閉め安全装置

(セフティシュ

ー)

9

ドアハンガー・ローラ取替え

0

連結口ープ・チェーン取替え

9

今

0

9

ドアレ'ル取替え

9

乗場戸との連結装置取替え

9

今

光電装置(注)

今

ドアシュー取替え

今

換気ファンの取替え

9

9

アーム(レバー)取替え

9

9

0

ケーブル取替え

9

9

0

スイッチ取替え

9

今

0

マグネット取替え

9

舎

0

受光部・投光部取替え

0

@

0

ユニット取替え

0

今

0

0

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
一

口

古

力
こ



照明

かご枠

はかり装置

戸の開閉装置

イルミネーションランプ取替え

かご内照明ランプ取替え

防振ゴム取替え

スイッチ取替え

はかり装置取替え

ドアモータ・整流子取替え

軸受(ベアリング)取替え

かご上機器

エンコーダ取替え

駆動べルト・チェーン取替え

スイッチ取替え

歯車ユニット取替え

ギヤオイル取替え

補充用ギヤ油

つり合いおもり

0

ガイドシュー・ローラ取替え

0

位置検出・着床装置取替え

0

かご上照明ランプ取替え

乗場の戸

0

給油器取替え

0

0

給油器補充用油

0

0

ガイドシュー・ローラ取替え

0

0

給油器取替え

0

0

給油器補充用油

0

0

0

ハンガーローラ取替え

乗場ボタン

0

0

0

0

ドアレール取替え

0

0

連結口ープ・チェーン取替え

階床表示

0

0

0

0

かご・おもり吊り

車(注)

0

ドアインターロックスイッチ取替え

0

0

ドアクローザー取替え

0

0

0

かご戸との連結装置取替え

0

0

0

押ボタンスイッチ取替え

0

0

0

押ボタンランプ取替え

主口ープ

0

0

0

階床表示ランプ取替え

0

0

0

かご吊り車べアリング取替え

調速機口ープ

0

0

0

おもり吊り車べアリング取替え

0

0

0

綱車取替え

つり合い口ープ、

鎖(注)

0

0

0

軸受グリスアップ

0

0

0

主口ープ切り詰め

非常止め装置口ー

プ(注)

()

0

0

主口ープ取替え

0

0

移動ケーブル

調速機口ープ切詰め

0

0

調速機口ープ取替え

昇降路・ピット内

機器

0

0

0

0

つり合い口ープ(鎖)切詰め

0

0

0

調速機(注)

つり合い口ープ(鎖)取替え

0

0

0

0

非常止め装置口ープ取替え

0

0

0

0

0

0

移動ケーブル取替え

0

0

0

0

エンコーダ取替え

0

0

0

リミットスイッチ取替え

0

0

0

軸受べアリング取替え

0

0

0

軸受グリスアップ

0

0

0

調速機本体取替え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ご
上

乗
場

昇
降
路
・
ピ
ッ
ト



テンションプーリ

プランジャー・シ

リンダー

スイッチ取替え

軸受テンションプーリベアリング取替

え(注)

かご下機器

軸受グリスアップ

グランド部ダストシール取替え

グランド部パッキン取替え

プランジャープーリベアリング取替え

(注)

緩衝器

軸受グリスアップ(注)

かご下ガイドシュー・ローラ取替え

戸開走行保護装置

(注)

かご下プーリベアリング取替え(注)

イ地震時管制運

転装置

軸受グリスアップ(注)

油入り緩衝器油取替え(注)

0

口火災時管制運

転装置

油入り緩衝器油補充(注)

0

ピット点検用照明ランプ取替え

ハ非常用発電時管

制運転装置(自家発

電時管制運転装置)

製造者の認定仕様による

0

0

0

感知器取替え

停電時救出運

転装置

0

0

リレー取替え

0

ホ自動放送装置

0

@

リレー取替え

0

0

ヘ

0

0

監視盤・警報盤

ト群管理(マイコン

制御)

0

0

リレー取替え

0

0

0

チ遠隔監視装置

(故障自動通報シ

ステム)

バッテリー取替え

0

0

0

0

本体取替え

0

バッテリー取替え

0

0

0

1〕マルチビーム

ドアセーフティー

表示ランプ取替え

0

0

半導体、プリント基板取替え

0

ヌ超音波ドアセ

ーフテイー

0

0

0

0

本体取替え

0

0

ルかご内防犯力

メラ

バッテリー取替え

0

0

0

0

0

0

ヲかご内クーラ

本体取替え

0

0

0

本体取替え

(注)

、0

0

0

0

0

カメラ本体取替え

0

0

当該装置がある場合に限る。

録画装置取替え

0

フィルター取替え

0

0

0

冷媒補充、取替え

0

0

0

0

＼

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5
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2.2

点検共通事項 (a)エレベーターの点検項目及び点検内容は、次による。

ロープ式エレベーター

(機械室あり・マイコン制御)

エレベーターの種類

機械室なしエレベーター

山)表 2.3から表2.5 の点検周期は、現地で直接、専門技術者が点検する場合を示
す。

(C)ロープ式エレベーター(機械室あり・マイコン制御)及び機械室なしエレベー

ターの点検周期は、稼働頻度に応じて、表2.3及び表2.5 の備考欄に掲げる「高

稼働〕の周期を選択して特記する。なお、「高稼働」とは、当該エレベーターの

起動回数が24,000 回/月以上、又は走行時間が 10OH/月以上のいずれかの場合
をいう。

ω)遠隔点検内容は、次による。

性能点検

点検項目及び点検内容

各機器の点検

・起動状態

・加速走行状態

・定常走行状態

・減速走行状態

・着床状態

表 2.3

、、ー

表■→

表 2.5

2.3

ロープ式エレベータ

・機械室又は制御盤の温度

・制御機器の状態

・かご内の行先階ボタンの状態

・インターホンの状態

・ドアの開閉状態

・乗場ボタンの状態

・ドアスイッチの状態

・電磁ブレーキの異常の有無

利用状態

1.機械室

a.機械室への通行

点検項目

ロープ式エレベーター(機械室あり・マイコン制御)の点検周期は、次による。

(1)②以外の場合:周期A欄に掲げる周期

②遠隔点検を適用する場合:周期B欄に掲げる周期

表 2.3 0ープ式エレベーター(機械室あり・マイコン制御)

・かごの走行距離、走行時間又は起動回数

・ドアの開閉回数

b.室内環境

①機械室への通行及び出入りに支障がないこと
を確認する。

②出入口扉の施錠の良否を確認する。

①室内清掃及びエレベーターの機能上又は保全

の実施上支障のないことを確認する。,

②室内又は制御盤内の温度の良否を点検する。

③手巻きハンドルの設置の有無を点検する。

検内容 周期A 周期B

IM

IM

3M

6

備考

IM

3M

IM

IM

3M

3M

3M

点



C.主開閉器、受電

盤、制御盤、起動

盤及び信号盤

④エレベーターに係る設備以外のものの有無を

確認する。

①作動の良否を点検する。

②端子の緩み及びヒューズエレメントの異常の

有無を点検する。

③次に示す回路の絶縁抵抗を測定し、その良否

を確認する。

・電動機主回路 ・制御回路

・信号回路 ・照明回路

④主開閉器の操作及び作動の良否を点検する。

⑤電磁接触器の接点摩耗の有無を点検する。

⑥制御盤内の清掃を実施する。

⑦プリント板汚れ及び冷却ファンの回転状態の

異常の有無を点検する。

①潤滑状態の良否及び油漏れの有無を点検す

る。

②歯当りの良否を点検する。

③回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無を

点検する。

④綱車のひび割れ、ロープ溝の摩耗及び口ープ

スリップの有無を点検する。

⑤各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①スリップの異常の有無を点検する。

②ブレーキシュ六、アーム及びプランジャーの

作動の良否を点検する。

③プランジャーストロークを点検し、その良否

を確認する。

④ブレーキスイッチ接点の脱落、荒損及び摩耗

の有無を点検する。

⑤ブレーキライニングの摩耗の有無を点検する

⑥制動力をチェックし、その良否を確認する。

d.巻上機

3M

3M 3M

IM

IY

e.電磁ブレーキ

3M

IY

IY IY

6M

6M

6M

6M

IY

6M

IY

6M

・高稼働の場合は

IMとする。

IM

f.そらせ車

IY

IY

3M

IY

IY

IY

g.電動機

①口ープ溝の摩耗の有無及び取付け状態の良否

を点検する。

②回転状態の異常の有無を点検する。

③各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①作動の良否を点検する。

②異常音、異常振動及び異常温度の有無を点検

する。

③電動機エンコーダ、パイロットゼネレータの

作動の良否を点検する。

④電動機用冷却ファンの作動の良否を点検す

IY

IY

IY

IM

6M

3M

6M

6M

6M

6M

IY

6M

・高稼働の場合は

3Mとする。

・高稼働の場合は

3Mとする。

・高稼働の場合は

6Mとする。

・高稼働の場合は

6Mとする。

IY

IY

IY

IY

IM

IY

IY

3M

IY

IM

IM

7
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h.かご側調速機

る。

⑤各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①異常音及び異常振動の有無を点検する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する。

③過速スイッチ及びキャッチの作動速度を測定

し、その値が基準値に適合していることを確

認する。

④エンコーダの作動の良否を点検する。

⑤各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①異常音及び異常振動の有無を点検する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する。

③過速スイッチ及びキャッチの作動速度を測定

し、その値が基準値に適合していることを確

認する。

④エンコーダの作動の良否を点検する。

⑤各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

地震その他の振動による移動、転倒及び主索

外れ防止装置の良否を点検する。

作動の良否を点検する。

i.つり合いおもり

側調速機

j.機器の耐震対策

IY

k.主索の緩み検出

装置

1.かご速度検出器

IY ・高稼働の場合は

6Mとする。

m.昇降路との貫通

部分

2.かご

a.運行状態

IM

IY

3M

IY

①取付け状態の良否を点検する。

②正しく機能していることを確認する。

主策及びガバナロープが機械室床の貫通部分

と接触していないことを確認する。

・高稼働の場合は

6Mとする。

b.かご室の周壁、天

井及び床

C.かごの戸及び敷

居

IM

IY

加速・減速の良否並びに着床段差及び異常振

動の有無を点検する。

摩耗、さび、腐食による劣化の有無を点検す

る。

3M

IY

IY

・高稼働の場合は

6Mとする。

・措置不良の場合

の修理(※)

IY

IY

d.かごの戸ハンガ

ーローラ

①ドアシュー及び敷居溝の摩耗の有無を点検す

る。

②取付け状態の良否及び戸の隙間の適否を点検

する。

③ビジョンガラスの汚れの有無を点検する。

①取付け状態及び作動の良否を点検する。

②ハンガーのおどり止めの状態が適切であるこ

とを確認する。

IY

6M

6M

6M

6M

6M

6M

IY IY

IM 3M

IM 3M

3M

IY

3M
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e.かごの戸連動口

ープ及びチェー

ン

f.ドアレール

g.かごの戸のスイ

ツチ

h.戸閉め安全装置

連動口ープ、チェーンのテンション状態及び

破断、摩耗並びに取付け状態の良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②摩耗及びさびの有無を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

①戸の反転動作機能の良否を点検する。

②ケーブルの取付け状態及び損傷の有無を点検

する。

①作動の良否を点検する。

②取付け状態の良否を点検する。

球切れの有無を点検する。

i.かご操作盤

j.かご内位置表示

灯

k.外部への連絡装

置

IY

1.照明

IY

6M

6M

①呼出し及び通話の良否を点検する。

②装置の異常の有無を点検する。

③電話回線を使用している場合は、電話回線の

異常の有無を点検する。

①球切れ及びちらつきの有無を点検する。

②照明カバーの取付け状態の良否及び汚れの有

無を点検する。

①回転状態の作動の良否を点検する。

②ルーバーの汚れの有無を点検する。

作動の良否を点検する。

用途、積載質量(又は積載量)及び最大定員

の表示の適否を点検する。

①点灯状態の良否を点検する。

②基準照度を基準時問以上保持できる状態のバ

ツテリーであることを確認する。

作動の良否を点検する。

出入口の床先とかごの床先との水平距離及び

かご床先と昇降路壁(乗用又は寝台用のエレベ

ーターに限る)との水平距離が規定値内にある

ことを確認する。

作動の良否を点検する。

6M

6M

6M

IM

m.換気扇及びファ

6M

3M

IM

IY

n.停止スイッチ

0.注意銘板の表示

3M

IY

IM

IM

P.停電灯装置

3M

3M

IM

q.各階強制停止装

置

r.かご床先と昇降

路壁の水平距離

3M

IM

IM

3M

3M

3M

IM

IM

S.シモ信邑券i^

3M

3M

IM

IM

3M

3M

IM

IM

3M

3M

3M

IM

IY

・表示が適用でな

い場合の交換

(※)

3M

IY

6M

IY

6M

9
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IM
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t.側部救出口

U.専用操作盤

【車いす兼用の場

合に限る】

V.鏡及び手すり

【車いす兼用の場

合に限る】

W床合せ補正装置

施錠及びスイッチの作動の良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

取付け状態の良否を点検する。

3.かごの周囲・昇降

路

a.かごの上部の外

観

b.非常救出口

着床面を基準として規定値内の位置において

補正することができることを確認する。

C.戸の開閉装置

汚れの有無を点検する。

IY

①かご外部からの開閉の良否を点検する。

②救出ロスイッチを作動させた場合にエレベー

ターが停止することを確認する。

①戸の開閉状態及び開閉時間の良否を点検す

る。

②開閉機構の取付け状態の良否を点検する。

③軸受の異常音及び異常温度の有無を点検す

る。

④駆動チェーン・ベルトのテンション及び伸び

の異常の有無を点検する。

⑤電動機コンミュテータ、カーボンブラシの荒

損及び摩耗の有無を点検する。

⑥各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

⑦ギヤーオイル・グリースの漏れ及び劣化の状

態を点検する。

⑧各スイッチ接点の摩耗の有無を点検する。

⑨制御抵抗管の状態を点検する。

取付け状態及び作動の良否並びに摩耗の有無

を点検する。

作動の良否を点検する。

IM

IM

IY

3M

3M

IM 3M

IM

・調整不能の場合

の修理(※)

3M

IM

d.りタイアリング

カム

e.かご上安全スイ

ツチ及び運転装

置、

f.かごつり車及び

おもりのつり車

3M

IY

6M

6M

6M

6M

IM

IY

IY

3M

IY

IY

IY

IY

IY

①回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無を

点検する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する。

③取付け状態の良否及びき裂の有無を点検す

る。

④各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

IY

IY

IY

1'Y

IY

IY

IY

IY

IY

6M 6M

6M 6M

IY
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g.ガイドシュー又

は口ーラーガイ

ド

h.主索及び調速機

ロープ

取付け状態の良否及び摩耗の有無を点検す

る。

①摩耗及びさびの有無を点検し、基準に適合し

ていることを確認する。

②破断の有無の点検をする。

②取付け状態の良否並びにダブルナット及び割

ピンの劣化の有無を点検する。

③すべての主索が、ほぼ均等な張力であること

を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②さび、変形及び摩耗の有無を点検する。

作動した場合に警報を発し、かつ、戸が閉ま

らないことを確認する。

取付け状態の良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②非常止めの試験を行い、異常のないことを確

認する。

①取付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

i.ガイドレール及

びブラケット

j.はかり装置

k.つり合いおもり

1.つり合いおもり

の非常止め装置

IY

m.上部ファイナル

リミットスイッ

チ

IY

IY

IY

IY

n.誘導板及びり

ツトスイッチ

0.中間つなぎ箱及

び配管

IY

IY

IY

・屋外設置の場合

はIMとする。

・屋外設置の場合

はIMとする。

6M 6M

IM

IY

取付け状態の良否を点検する。

P.着床装置

q.給油器

6M

IY

IY

①ケーブルの取付け状態の良否を点検する。

②昇降機に直接関係のない配管配線がないこと

を確認する。

作動の良否を点検する。

①給油機能の状態を点検する。

②油量の適否を点検する。

作動の良否を点検する。

IY

IY

6M

r.終端階強制減速

装置

S.昇降路

IY

IY

6M

IY

IY

6M

6M

6M

6M

①各出入口敷居下部の保護板の取付け状態の良

否を点検する。

②エレベーターに係る設備以外のものの有無を

点検する。

IY

6M

IY

IY

IY

IY

IY

・エレベーターに

係る設備以外の

ものがある場合

の撤去(※)

IM

6M

6M

3M

6M

6M

IY IY

IY
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4.乗場

a.乗場ボタン

③昇降路のき裂、損傷及び汚れの有無を点検す

る。

④地震その他の振動でかご及び口ープが昇降路

内の壁、機器と接触しない措置が施されてい

ることを確認する。

b.位置表示灯

C.非常解錠装置

d.乗場の戸及び敷

居

①乗場呼びの作動の良否を点検する。

②取付け状態の良否を点検する。

表示灯の球切れの有無を点検する。

解錠に支障がないことを確認する。

①ドアシュー及び敷居溝の摩耗の有無を点検す

る。

②取付け状態の良否及び戸の隙間の適否を点検

する。

③ビジョンガラスの汚れの有無を点検する。

①作動の良否を点検する。

②取付け状態の良否を点検する。

ドア閉端で自動的に閉じる機能に異常がない

ことを確認する。

①取付け状態及び作動の良否を点検する。

②ハンガーのおどり止めの状態が適切であるこ

とを確認する。

連動口ープ、チェーンのテンション状態及び

破断、摩耗並びに取付け状態の良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②摩耗及びさびの有無を点検する。

作動の良否を点検する。

e.ドアインターロ

ツクスイッチ

1.ドアクローザ

IY

IY

IY

g.乗場の戸ハンガ

ーローラ

IY ・接触の恐れがあ

る場合の修理

(※)

IM

IM

h.乗場の戸連動口

ープ及びチェー

ン

i.ドアレール

IM

IY

IY

IY

3M

j.光電装置

5.ピット

a.環境状況

6M

IY

IY

6M

3M

IY

IM

6M

3M

3M

6M

6M

b.保守用停止スイ

ツチ

C.非常止め装置

①漏水の有無を点検する。

②汚れ及びエレベーターに係る設備以外のもの

の有無を点検する。

6M

IY

IY

IY

IY

IY

作動の良否を点検する。

IY

①取付け状態の良否を点検する。

②非常止めの試験を行い、異常のないことを確

6M

6M

6M

6M

IM 3M

IM

6M

3M

6M ・汚れ又はエレベ

ーターに係る設

備以外のものが

有る場合の清掃

又は撤去(※)
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d.非常止め口ープ

e.緩衝器

認する。

さび、振戻り、変形及、劣化の有無並びに巻

取りの良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②スプリング又はプランジャーのさびの有無を

点検する。

③油入式の場合は、作動油の油量の適否を点検

する。

①走行中に、異常音の有無を確認する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する

③ピット床面との隙間の適否を点検する。

④各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①かごの運行時に、揺れ及び振れに異常のない

ことを確認する。

②取付け状態の良否並びに損傷及び劣化の有無

を点検する。

①取、付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

f.ガバナロープ用

及びその他の張

り車

g.移動ケーブル

h.下部ファイナル

リミットスイッ

チ

i.つり合い口ープ

(鎖)及び取付部

j.つり合いおもり

底部隙間

IY IY

6M

6M

6M

6M

IY IY

取付け状態の良否及びさび、摩耗、破断、劣

化の有無を点検する。

かごが最上階に着床している時のつり合いお

もりと緩衝器との距離及びかごが最下階に着床

している時のかごと緩衝器との距離が規定値に

あることを確認する。

取付け状態の良否を点検する。k.タイダウンセー

フテイ

1.耐震対策

IY

6.戸開走行保護装置

フ.付加装置

イ.地震時管制運転

装置

ロ.火災時管制運転

装置

IY

IY

IY

地震その他の振動で、かごがピット内の機器

と接触しない措置が施されていることを確認す

る。

6M

6M

6M

6M

戸開走行保護装置田CMP)の点検

IY IY

作動の良否を点検する。

IY IY

作動の良否を点検する。

IY IY

IY IY

IY

・接触の恐れがあ

る場合の修理

(※)

IY

IY
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ハ.非常用発電時管

制運転装置(自家

発時管制運転装

置)

停電時救出運転

装置

ホ.自動放送装置

作動の良否を点検する。

ヘ.監視盤・警報盤

①作動の良否を点検する。

②バッテリー液に不足がないことを確認する。

作動の良否を点検する。

ト.群管理

山運行状態

②制御盤及び信

フラ'血.

チ.遠隔監視装置

(故障自動通報シ

ステム)

8.その他の付加装置

a.ピット冠水時管

制運転装置

b.閉じ込め時りス

タート運転装置

C.長尺物振れ管制

運転装置

d.緊急地震速報連

動運転装置

e.自動診断仮復旧

運転装置

f.マルチビームド

アセーフティー

g.超音波ドアセー

フテイー

①表示灯の球切れの有無を点検する。

②スイッチの作動の良否を点検する。

③連絡装置の呼出し及び通話機能に異常がない

ことを確認する。

IY

作動の良否を点検する。

作動の良否を点検する。

IY

IY

3M

作動の良否を点検する。

IY

3M

IM 3M

作動の良否を点検する。

IM

IY

IM

3M

IY

3M

作動の良否を点検する。

作動の良否を点検する。

IM

IM

IY

3M

作動の良否を点検する。

IY

作動の良否を点検する。

IY

h.乗場戸遮煙構造

作動の良否を点検する。

IY IY

作動の良否を点検する。

IY IY

①作動の良否を点検する。

②遮煙構造の機能を確認する。

IY IY

IY IY

IY IY

IM 3M

IM
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3M

IY

IY

IY

IY



i.かご内防犯カメ

j.かご内クーラー

作動の良否を点検する。

2.5

機械室なしエレベー

ター

作動の良否を点検する。

1.機器類

a.主開閉器、受電

盤、制御盤、起動

盤及びイ言号盤

点検項目

①作動の良否を点検する。

②端子の緩み及びヒューズエレメントの異常の

有無を点検する。

③次に示す回路の絶縁抵抗を測定し、その良否

を確認する。

・電動機主回路 ・制御回路

・信号回路 ・照明回路

④主開閉器の操作及び作動の良否を点検する。

⑤電磁接触器の接点摩耗の有無を点検する。

⑥制御盤内の清掃を実施する。

⑦プリント板の汚れ及び冷却ファンの回転状態

の異常の有無を点検する。

スイッチの作動の良否を点検する。

表 2.5 機械室なしエレベーター

IY

点検内容

IY

IY ]Y

b.制御盤カバース

イッチ

C.巻上機

盾棚A 周期B

IM

IY

①潤滑状態の良否及び油漏れの有無を点検す

る。

②歯当りの良否を点検する。

③回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無を

点検する。

④綱車のひび割れ、ロープ溝の摩耗及び口ープ

スリップの有無を点検する。

⑤各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①スリップの異常の有無を点検する。

②ブレーキシュー、アーム及びフ゜ランジャーの

作動の良否を点検する。

③プランジャーストロークを点検し、その良否

を確認する。

④ブレーキスイッチ接点の脱落、荒損及び摩耗

の有無を点検する。

⑤ブレーキライニング摩耗の有無を点検する

備

3M

IY

IY

老

d.電磁ブレーキ

IY

6M

6M

6M

6M

IY

6M

IY

6M

・高稼働の場合は

IMとする。

IM 3M

IM

IY

IY

3M

LY

IY

IY

IY

IY

IY

IM

6M

3M

6M

6M
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6M

6M

IY

6M

・高稼働の場合は

3Mとする。

・高稼働の場合は

3Mとする。

・高稼働の場合はIY

ラ



e.電動機

⑥制動力をチェックし、その良否を確認する。

①作動の良否を点検する。

②異常音、異常振動及び異常温度の有無を点検

する。

③電動機エンコーダ、パイロットゼネレータの

作動の良否を点検する。

④電動機用冷却ファンの作動の良否を点検す

る。

⑤各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①異常音及び異常振動の有無を点検する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する。

③過速スイッチ及びキャッチの作動速度を測定

し、その値が基準値に適合していることを確

認する。

④エンコーダの作動の良否を点検する。

⑤各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①異常音及び異常振動の有無を点検する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する。

③過速スイッチ及びキャッチの作動速度を測定

し、その値が基準値に適合していることを確

認する。

④エンコーダの作動の良否を点検する。

⑤各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

地震その他の振動による移動、転倒及び主索

外れ防止装置の良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②正しく機能していることを確認する。

f.かご側調速機

IY

g.つり合いおもり

側調速機

IY

IM

IM

6Mとする。

・高稼働の場合は

6 Mとする,。

3M

3M

IM

IM

3M

h.機器の耐震対策

IY

3M

i.かご速度検出器

IY ・高稼働の場合は

6Mとする。

2.かご

a.運行状態

IM

IY

b.かご室の周壁、天

井及び床

C.かごの戸及び敷

居

3M

IY

加速・減速の良否並びに着床段差及び異常振

動の有無を点検する。

摩耗ゞさび及び腐食による劣化の有無を点検

する。

①ドアシュー及び敷居溝の摩耗の有無を点検す
る。

②取付け状態の良否及び戸の隙間の適否を点検

する。

③ビジョンガラスの汚れの有無を点検する。

・高稼働の場合は

6Mとする。

ノ

3M

IM

IY

3M

IY

IY

・高稼働の場合は

6Mとする。

・措置不良の場合

の修理(※)

IY

6M

6M

6M

6M

IM 3M

IM 3M
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d.かごの戸ハンガ

ーローラ

e.かごの戸連動口

ープ及びチェー

ン

f.ドアレール

①取付け状態及び作動の良否を点検する。

②ハンガーのおどり止めの状態が適切であるこ

とを確認する。

連動口ープ、チェ」ンのテンション状態及び

破断、摩耗及び取付け状態の良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②摩耗及びさびの有無を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

①戸の反転動作機能の良否を点検する。

②ケーブルの取付け状態及び損傷の有無を点検

する。

①作動の良否を点検する。

②取付け状態の良否を点検する。

球切れの有無を点検する。

g.かごの戸のスイ

ツチ

h.戸閉め安全装置

i.かご操作盤

j.かご内位置表示

灯

k.外部への連絡装

置

6M

6M

6M

6M

IY IY

1.照明

6M

6M

①呼出し及び通話の良否を点検する。

②装置の異常の有無を点検する。

③電話回線を使用している場合は、電話回線の

異常の有無を点検する。

①球切れ及びちらつきの有無を点検する。

②照明カバーの取付け状態の良否、汚れの有無

を点検する。

①回転状態の作動の良否を点検する。

②ルーバーの汚れの有無を点検する。

作動の良否を点検する。

用途、積載質量(又は積載量)及び最大定員

の表示の適否を点検する。

①点灯状態の良否を点検する。

②基準照度を基準時間以上保持できる状態のバ

ツテリーであることを確認する。

作動の良否を点検する。

出入口の床先とかごの床先との水平距離及び

かご床先と昇降路壁(乗用又は寝台用のエレベ

ーターに限る)との水平距離が規定値内にある

ことを確認する。

6M

6M

6M

IM

m.換気扇及びファ

6M

3M

IM

IY

n.停止スイッチ

0.注意銘板の表示

3M

IY

IM

IM

P.停電灯装置

3M

3M

IM 3M

各階強制停止装q

置

r.かご床先と昇降

路壁の水平距離

IM

IM

3M

3M

3M

IM

IM

3M

3M

IM

IM

3M

3M

IM

ノ、、

IM

3M

3M

IM

IY

・表示が適用でな

い場合の交換

(※)

3M

IY

6M
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IY

6M

IY ・異常がある場合

の精密調査及び

修理(※)

ン



S.ウモ宅旨聖{^

t.側部救出口

U.専用操作盤

【車いす兼用の場

合に限る】

V.鏡及び手すり

【車いす兼用の場

合に限る】

W床合せ補正装置

作動の良否を点検する。

施錠及びスイッチの作動の良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

取付け状態の良否を点検する。

3.かごの周囲及び昇

降路

a.かごの上部の外

観

b.非常救出口

着床面を基準として規定値内の位置において

補正することができることを確認する。

IM

C.戸の開閉装置

汚れの有無を点検する。

IY

3M

①かご外部からの開閉の良否を点検する。

②救出ロスイッチを作動させた場合にエレベー

ターが停止することを確認する。

①戸の開閉状態及び開閉時間の良否を点検す

る。

②開閉機構の取付け状態の良否を点検する。

③軸受の異常音及ぴ異常温度の有無を点検す

る。

④駆動チェーン・ベルトのテンション及び伸び

の異常の有無を点検する。

⑤電動機コンミュテータ、カーボンブラシの荒

損及び摩耗の有無を点検する。

⑥各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

⑦ギヤーオイル・グリースの漏れ及び劣化の状

態を点検する。

⑧各スイッチ接点の摩耗の有無を点検する。

⑨制御抵抗管の状態を点検する。

作動の良否を点検する。

IM

IM

IY

3M

3M

IM 3M

IM

・調整不能の場合

の修理(※)

3M

IM

d.かご上安全スイ

ツチ及び運転装

置

e.おもりのつり車

3M

6M

6M

6M

6M

IM

IY

IY

3M

IY

IY

①回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無を

点検する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する。

③取付け状態の良否及びき・裂の有無を点検す

る。

④各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

6M 6M

IY
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IY

IY
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f.ガイドシュー又

は口ーラーガイ

ド

g.主索及び調速機

施する。

取付け状態の良否及び摩耗の有無を点検す

る。

①摩耗及びさびの有無を点検し、基準に適合し

ていることを確認する。

②破断の有無を点検する。

③取付け状態の良否並びにダブルナット及び割

ピンの劣化の有無を点検する。

④すべての主索が、ほぼ均等な張力であること

を点検する。

作動の良否を点検する。h.主索の緩み検出

装置

i.ガイドレール及

びブラケット

j.はかり装置

k.つり合いおもり

1.つり合いおもり

の非常止め装置

①取付け状態の良否を点検する。

②さび、変形及び摩耗の有無を点検する。

作動した場合に警報を発し、かつ、戸が閉ま

らないことを確認する。

取付け状態の良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

②非常止めの試験を行い、異常のないことを確

認する。

①取付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

IY IY

IY

m.上部ファイナル

リミットスイッ

チ

n.頂部安全距離確

保スイッチ

IY

IY

・屋外設置の場合

はIMとする。

・屋外設置の場合

はIMとする。

6M

IY

6M

IY

0.頂部綱車

IY

IM

IY

①取付け状態の良否を点検する。

②作動させた場合に、頂部安全距離が規定値以

上確保できることを確認する。

①回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無を

点検する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する。

③取付け状態の良否及びき裂の有無を点検す

る。

④各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

取付け状態の良否を点検する。

6M

IY

IY IY

6M

P.誘導板及びり ミ

ツトスイッチ

q.中間つなぎ箱及

び配管

IY

IY

6M

IY

IY

6M

6M

6M

6M

①ケーブルの取付け状態の良否を点検する。

②昇降機に直接関係のない配管配線がないこと

6M

6M

6M

6M

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY IY
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r.着床装置

S.給油器

を確認する。

作動の良否を点検する。

①給油機能の状態を点検する。

②油量の適否を点検する。

作動の良否を点検する。t.終端階強制減速

装置

U.昇降路 ①各出入口敷居下部の保護板の取付け状態の良

否を点検する。

②エレベーターに係る設備以外のものの有無を

点検する。

③昇降路のき裂、損傷及び汚れの有無を点検す

る。

4.乗場

a.乗場ボタン

IM

④地震その他の振動でかご及び口ープが昇降路

内の壁、機器と接触しない措置が施されてい

ることを確認する。

6M

6M

3M

b.位置表示灯

C.非常解錠装置

d.乗場の戸及び敷

居

6M

6M

IY

①乗場呼びの作動の良否を点検する。

②取付け状態の良否を点検する。

表示灯の球切れの有無を点検する。

解錠に支障がない'ことを確認する。

①ドアシュー及び敷居溝の摩耗の有無を点検す

る。

②取付け状態の良否及び戸の隙間の適否を点検

する。 ^J,゛

③ビジョンガラスの汚れの有無を点検する。

①作動の良否を点検する。

②取付け状態の良否を点検する。

ドア閉端で自動的に閉じる機能に異常がない

ことを確認する。

①取付け状態及び作動の良否を点検する。

②ハンガーのおどり止めの状態が適切であるこ

とを確認する。

連動口ープ、チェーンのテンション状態及び

破断、摩耗及び取付け状態の良否を点検する。

IY

IY

6M

IY

6M

e.ドアインターロ

ツクスイッチ

f.ドアクローザ

IY

・エレベーターに

係る設備以外の

ものがある場合

の撤去(※)

・き裂又は損傷が

ある場合の精密

調査(※)

・接触の恐れがあ

る場合の修理

(※)

IY

IY

g.乗場の戸ハンガ

ーローラ

IY

IM

IM

h.乗場の戸連動口

プ及びチェー

3M

3M

IM

IY

3M

6M

IY

IY

6M

3M

IY

IM

6M

3M

3M

6M

6M

IY

IY
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i.ドアレール

j.光電装置など

k.ブレーキ開放装

置

①取付け状態の良否を点検する。

②摩耗及びさびの有無を点検する。

作動の良否を点検する。

機能の良否を点検する。

5.ピット

a.環境状況 ①漏水の有無を点検する。

わ.保守用停止スイ

ツチ

C.非常止め装置

②汚れ及びエレベーターに係る設備以外のもの

の有無を点検する。

6M

6M

6M

6M

IM

作動の良否を点検する。

d.かご下綱車

IY

3M

①取付け状態の良否を点検する。

②非常止めの試験を行い、異常のないことを確

認する。

①回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無を
点検する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する。

③取付け状態の良否及びき裂の有無を点検す

る。

④各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①取付け状態の良否を点検する。

②スプリング又はプランジャーのさびの有無を

点検する。

③油入式の場合は、作動油の油量の適否を点検

する。

①走行中に、異常音の有無を点検する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する

③ピット床面との隙間の適否を点検する。

④各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実

施する。

①かごの運行時に、揺れ及び振れに異常のない

ことを確認する。

②取付け状態の良否及び損傷、劣化の有無を点

検する。

IY

IM

e.緩衝器

3M

6M

・漏水がある場合

の精密調査及び

修理(※)

・汚れ又はエレベ

ーターに係る設

備以外のものが

有る場合の清掃

又は撤去(※)

6M

f.ガバナロープ用

及びその他の張

り車

IY IY

IY

IY

g.移動ケーブル

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY IY

6M

6M

6M

6M

IY IY
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h.下部ファイナル

リミットスイッ

チ

i.底部安全距離確

保スイッチ

①取付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

j.かご下降防止装

置

k.ピット冠水スイ

ツチ

1.つり合い口ープ

(鎖)及び取付部

m.つり合いおもり

底部隙間

①取付け状態の良否を点検する。

②作動させた場合に、底部安全距離が規定値以

上確保できることを確認する。

機能の良否を点検する。

作動の良否を点検する。

取付け状態の良否及びさび、摩耗、破断、劣

化の有無を点検する。

かごが最上階に着床している時のつり合いお

もりと緩衝器との距離及びかごが最下階に着

床している時のかごと緩衝器との距離が規定

値にあることを確認する。

地震その他の振動で、かごがピット内の機器

と接触しない措置が施されていることを確認

する。

表 2.3 「ロープ式エレベーター(マイコン制

御)」 6.戸開走行保護装置の当該事項による。

表 2.3 「ロープ式エレベーター(マイコン制

御)」フ.付加装置の当該事項による。

表 2.3 「ロープ式エレベーター(マイコン制

御)」 8.その他の付加装置の当該事項による。

6M

6M

n.耐震対策

6M

6M

6M

6M

6.戸開走行保護装置

6M

6M

フ.付加装置

IY

8.その他の付加装置

IY

IY IY

IY

第3節小荷物専用昇降機

IY

IY

3.1

修理・取替えの範囲

IY

IY IY

(a)修理又は取替えの項目は、表3.1の保守契約の種別の欄に「0」を記したも

のとする。ただし、保守契約の種別に係わらず、次の取替えは除く。

① 3.2 の項目以外

②巻上機の一式取替え、ギヤケース取替え

③電動機の一式取替え、フレーム取替え

④制御盤等の一式取替え、キャビネット取替え

⑤意匠部品(かご、かご・乗場操作盤、表示器、かご床タイル、内装シート、

かごの戸、敷居、乗場戸、三方枠、)の塗装、メッキ直し、取替又は清掃

⑥表 3.2の備考欄に(※)を記した事項

・接触の恐れがあ

る場合の修理

(※)
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修理の対象

(装置名)

制御盤

電動機

表 3.1 修理又は取替えの範囲

巻上機

リレー取替え

修理又は取替え項目

ヒューズ類取替え

電動機巻線絶縁処理

ブレーキ

各軸受べアリング取替え

ギヤ歯当り調整

か

各軸受べアリング取替え

^゛
(^

かごの戸

綱車取替え

ギヤ油取替え

戸の開閉装置

オイルシール取替え

保守契約の種別

ライニング取替え

ガイドシュー

FM

契約

ブレーキ分解手入れ・オーバーホー

ル

戸廻り

駆動口ープ取替え(注)

0

操作盤押ボタン

スイッチ取替え(注)

0

駆動モータベアリング取替え(注)

0

スイッチ取替え(注)

0

かご・おもり吊り車

ガイドシュー取替え

0

0

駆動口ープ取替え

0

主口ーフ゜

小荷物専用昇降機

0

ドアインターロックスイッチ取替え

移動ケーブル

押ボタンスイッチ取替え

0

その他

かご下機器

かご位置表示ランプ(発光ダ材ード除

く)取替え

0

0

(注)当該装置がある場合に限る。

かご吊り車べアリング取替え(注)

0

1.機械室

a.機械室への通行

点検項目

おもり吊り車べアリング取替え(注)

主口ープ切詰め・取替え

0

移動ケーブル取替え(注)

0

小荷物専用昇降機の点検項目及び点検内容は、表 3.2 による。

かご下ガイドシュー取替え

補充用油脂類(ギヤ油、マシン油、グ

リース類)

0

0

b.室内環境

0

0

①機械室への通行及び出入り一点検口の開閉に支障が

ないことを確認する。

②出入口扉及び点検口の施錠の良否を確認する。

①室内の清掃及び小荷物専用昇降機の機能上又は保

全の実施上支障のないことを確認する。

0

表 3.2 小荷物専用昇降機

0

0

0

点検内容

0

0

0

0

0

周期
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i

C.主開閉器、受電

盤及び制御盤

②室内又は制御盤温度の良否を点検する。

③小荷物専用昇降機に係る設備以外のものの有無を

確認する。

①作動の良否を点検する。

②端子の緩み及びヒューズエレメントの異常の有無

を点検する。

③次に示す回路の絶縁抵抗を測定し、その良否を確認

する。

・電動機主回路 ・制御回路

・信号回路

④主開閉器の操作及び作動の良否を点検する。

⑤電磁接触器の接点摩耗の有無を点検する。

⑥制御盤内清掃を実施する。

⑦プリント板汚れ、冷却ファンの回転状態の異常の有

無を点検する。

①減速歯車の潤滑状態の良否及び油漏れの有無を点

検する。

②歯当りの良否を点検する。

③回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無を点検

する。

④綱車のひび割れ、ロープ溝の摩耗及び口ープスリッ

プの有無を点検する。

⑤各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実施す
る。

d.巻上機

IM

3M

g.電磁ブレーキ

IM

IY

IY

IY

①スリップの異常の有無を点検する。

②ブレーキシュー、アーム及びプランジャーの作動の

良否を点検する。

③プランジャーストロークを点検し、その良否を確認

する。

④ブレーキスイッチの接点の脱落、荒損及び摩耗の有

無を点検する。

⑤ブレーキライニングの摩耗の有無を点検する

①口ープ溝の摩耗の有無及び取付け状態の良否を点

検する。

②回転状態の異常の有無を点検する。

③各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実施す

る。

①作動の良否を点検する。

②異常音、異常振動及び異常温度の有無を点検する。

③電動機エンコーダ、パイロットゼネレータ回転状態

の異常の有無を点検する。

④各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実施す

る。

6M

f.そらせ車

IM

g.電動機

IY

IM

IY

IY

h.主索の緩み検出

IM

6M

'

IY

IY

作動の良否を点検する。

IY

3M

IM

IY

IM

IM

IM

24

IY

M
 
Y
 
M

6
 
1
 
6



装置

2.かご

a.運転状態

b.かご室の周壁、

天井及び床

C.かごの戸、ロー

プ及びレール

着床段差及び異常音の有無を点検する。

変形、摩耗、腐食等の有無を点検する。

①戸、枠の摩耗、変形、さび等の有無及び取付け状態

の良否を点検する。

②戸の開閉状態の良否を点検する。

③レールの給油及び摩耗状態の良否を点検する。

④連動口ープのテンション状態及び破断、摩耗及び取

付け状態の良否を点検する。

⑤ドアプーリの摩耗及び取付け状態の良否を点検す

る。

①作動の良否を点検する。

②取付け状態の良否を点検する。

安全棒機構・スイッチの作動状態の良否を点検す
る。

d.かごの戸スイッ

チ

e.安全棒

f.注意銘板の表示

IM

宮.2方向同時開放

^1号1支^

h.ガイドシュー

3.各階出入口

a.各階出入口の戸

及び枠

IM

搭乗禁止、積載量の標識の有無及び汚れの有無、表

示が明瞭であることを確認する。

・劣化がある場合の

修理又は交換(※)

IM

IM

6M

IY

作動の良否を点検する。

IY

取付け状態の良否及び摩耗の有無を点検する。

3M

3M

①戸、枠の摩耗、、変形、さび等の有無及び取付け状態
の良否を点検する。

②戸の開閉状態の良否を点検する。

③レールの給油及び摩耗状態の良否を点検する。

④連動口ープのテンション状態及び破断、摩耗並びに

取付け状態の良否を点検する。

⑤ドアプーリの摩耗及び取付け状態の良否を点検す
る。

⑥ドア用バランスウェート・ストッパーの取付け状態

の良否を点検する。

①作動の良否を点検する。

②取付け状態の良否を点検する。

作動の良否を点検する。

IM ・調整不能の場合の

修理又は部分交換

(※)

・汚れがある場合又

は表示が明瞭でな

い場合の清掃又は

交換(※)

b.操作盤

IM

ノ

C.走行停止ボタン

【スイッチ】

IM

IY

IM ・劣化がある場合又

は取付け不良の場

合の交換(※)

IM

6M

IY

IY

ノ

IY
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d.位置表示灯

e.イ言号'1麦^

【インターホン】

f.ドアインターロ

ツクスイッチ

g.錠外し装置

h.注意銘板の表示

表示灯の球切れの有無を点検する。

呼出し及び通話状態の良否を点検する。

、

①作動の良否を点検する。

②取付け状態の良否を点検する。

作動の良否を点検する。

搭乗禁止、・積載量の標識の有無及び汚れの有無並び

に表示が明瞭であることを確認する。

i.戸開放防止ブザ

4.かごの周囲及び

昇降路

a.保守用停止スイ

ツチ

b.かごの上部の外

観

C.かごつり車及び

おもりのつり車

作動の良否を点検する。

IM

作動の良否を点検する。

IM

汚れの有無を点検する。

IM

6M

①回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無を点検

する。

②口ープ溝の摩耗の有無を点検する。

③取付け状態の良否及びき裂の有無を点検する。

④各すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実施す
る。

取付け状態の良否及び摩耗の有無を点検する。

①摩耗及びさびの有無を点検し、基準に適合している

ことを確認する。

②破断の有無を点検する。

③取付け状態の良否及びダブルナット並びに割ピン
の劣化の有無を点検する。

④すべての主索が、ほぼ均等な張力であることを点検
する。

①取付け状態の良否を点検する。

②さび、変形及び摩耗の有無を点検する。

取付け状態の良否を点検する。

①取付け状態の良否を点検する。

IY

d.ガイドシュー

e.ヨ三,冬

IM ・汚れがある場合又

は表示が明瞭でな

い場合の清掃又は

交換(※)

_1 Y

f.ガイドレール及

びブラケット

g.つり合いおもり

h.つり合いおもり

の非常止め装置

IY

3M

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

IY

・屋外に設置されて

いる場合はIM

・屋外に設置されて

いる場合はIM

IY

IY

IY
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i.上部りミットス

イッチ

j.誘導板及びりミ

ツトスイッチ

k.中間つなぎ箱及

び配管

②非常止めの試験を行い、異常のないことを確認す
る。

①取付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

取付け状態の良否を点検する。

1.着床装置

m.給油器

①ケーブルの取付け状態の良否を点検する。

②昇降機に直接関係のない配管配線がないことを確

認する。

作動の良否を点検する。

①給油機能の状態を点検する。

②油量の適否を点検する。

①小荷物専用昇降機に係る設備以外のものの有無を

点検する。

②昇降路のき裂及び損傷、汚れの有無を点検する。

n.昇降路

IY

IY

5.ピット

a.環境状況

IY

6M

③頂部すき問が少なく、かごが障害物に接触しないこ

とを確認する。

IY

①漏水の有無を点検する。

IY

IY

b.保守用停止スイ

ツチ

C.非常止め装置

②汚れ及び小荷物専用昇降機に係る設備以外のもの

の有無を点検する。

IM

6M

6M

作動の良否を点検する。

d.つり合いおもり

底部すき間

e.緩衝器

6M

IY

①取付け状態の良否を点検する。

②非常止めの試験を行い、異常のないことを確認す

る。

・き裂又は損傷があ

る場合の精密調査

(※)

IY

f.移動ケーブル

最上階に停止時すき間に余裕があることを確認す

る。

6M

①取付け状態の良否を点検する。

②スプリングのさびの有無を点検する。

①かごの運行時に、揺れ及び振れに異常のないことを

確認する。

②取付け状態の良否及び損傷、劣化の有無を点検す

・漏水がある場合の

精密調査及び修理

(※)

・汚れ又は小荷物専

用昇降機に係わる

設備以外のものが

有る場合の清掃又

は撤去(※)

6M

IY

IY

IY

IY
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g.下部りミットス

イッチ

る。

①取付け状態の良否を点検する。

②作動の良否を点検する。

IY

6M
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情報科学A棟

棟名(号機)

情報科学B棟

1号機(LA01)

昇降機修理計画書(主な取替部品項助

2号機(LA02)

物質創成科学E棟

ロープ式エレベーター

種別

1号機(LBOD

ロープ式エレベーター

2号機(LB02)

物質創成科学F棟

ロープ式エレベーター

1号機(L印D

乗場ドアスイッチ

定電圧電源装置交換

ロープ式エレベーター

大学会館

信号入出力基板交換
巻上機ギヤオイル

2号機(L即2)

電源装置取替(支給品)

ロープ式エレベーター

乗場ドアスイッチ

修理・取替内容

信号入出力基板交換

巻上機ギヤオイル

1号機(LFOD

電源装置取替(支給品)

ロープ式エレベーター

定電圧電源装置交換
乗場ドアスイッチ

2号機(LF02)

巻上機ギヤオイル
乗場ドアスイッチ

ロープ式エレベーター

信号入出力基板交換
巻上機ギヤオイル

(WCOD

乗場ドアスイッチ

信号入出力基板交換

ロープ式エレベーター

巻上機ギヤオイル
電源装置取替(支給品)

小荷物専用昇降機

実施予定年度

乗場ドアスイッチ

信号入出力基板交換

男1俳氏一2

R7年度

巻上機ギヤオイル

郎年度

電源装置取替(支給品)

即年度

乗場ドアスイッチ

R9年度

マイコン制御基板

即年度

巻上機ギヤオイル

即年度

電源装置取替(支給品)

鵬年度

乗場ドアスイッチ

R9年度

巻上機ギヤオイル

R7年度

電源装置取替(支給品)

R7年度

巻上機ギヤオイル

R8年度
R9年度
R7年度
郎年度

-1 -

R9年度
R7年度
郎年度
R9年度

R7年度
R7年度
R8年度
即年度
R7年度
R7年度
R8年度
R9年度
即年度
即年度
郎年度
即年度
R8年度



学際融合領域研究棟2号館

ゲストハウスせんたノV

棟名(号機)

学際融合領域研究棟1号館

※点検並びに故障等により取替が必要となった機器・部品の取替項目については易1俳氏一1による。

昇降機修理計画書(主な取替部品項目)

(LD03)

(LGOD

機械室なしエレベーター

(LH01)

種別

機械室なしエレベーター

機械室なしエレベーター

乗場ドアスイッチ

乗場ドアスイッチ

かご操作基板

修理・取替内容

信号入出力基板交換

、

マイコン制御基板
かご操作基板
主マイコン制御基板用電池取替(支給品)

実施予定年度

呂1採氏一2

即年度

R7年度
R8年度
R7年度

郎年度
郎年度
R7年度

2


